
可
観
小
説
経
十

組
川
泰
夫
人
御
屋
敷
牛
込
に
有
之
、
六
減
歩
の
地
也
。
共
時
分
此
方
御

邸
敏
も
少
〈
候
に
付
.
夫
人
御
在
世
の
間
被
仰
上
、
自
昌
大
猷
院
公
-
会

総
公
御
拝
領
也
。

北
ハ頃
御
園
よ
り
の
殺
人
列
足
騒
な
ど
も
共
邸
内
K

能
在
、
御
中
屋
締
と
初
候
。

然
感
情
務
夫
人
箆
御
以
後
.
右
の
御
邸

れ収
平
会
後
へ
あ
が
り
候
と
思
認
候
や
.
尾
張
公
よ
り
お
御
邸
の
内
‘

御
拝
領
被
成
旨
被
仰
上
.
御
聞
の
辺
被
仰
波
同
国
民
て
、

或
日
尾
張
公

よ
り
御
屋
敷
務
取
に
能
成
候
。
嗣
郡
山
崎
一
山
J
J

壮一官
m
k
h
r
怨
誠
一
伽
附
「
同
日
以

腕川
口
県
段
微
妙
公
御
泌
被
成
、
以
の
外
御
機
嫌
感
放
・
一
度
加
賀
守
奔

阿川被
仰
付
候
底
、
山山
田
惜
続
殿
御
死
去
被
成
候
へ
ば
約
束
を
迷
へ

‘
は

や
か
械
の
儀
沙
汰
の
限
の
事
の
回
目
御
意
に
て

、
共
日
の
内
御
小
屋
左

ど
打
鍛
し
候
絞
に
と
御
意
、
御
人
数
被
訟
早
速
取
段
し
候
。
右
の
枝

子
御
老
中
方
御
間
信
、
て
御
詮
議
有
之
由
。
共
内

松
平
豆
州
御
巾
・
候

は
、
是
は
捌
者

一
人
の
不
調
法
陀
候
。
此
俄
は
拙
者
陀
御
任
せ
候訓叫

に
と
有
之
。
扱
塚
原
衣
左
街
門
た
ど
へ

も
.
共
時
分
の
様
子
御
間
合

候
出
品
臨
時
岬
酬
明
人
多
裁
公
御
界
側
の
様
子
、
微
妙
公
御
意
迎
陀
付
、

則
次
左
衛
門
一
院
を
以
て

錨
枇
話
脳
出
視
認
知
川
知
態
。
控
訴
胸

部
附
昨
日
h
M
m
伊
豆
殿
御
中
越
伎
は
・
右
御
座
敷
最
前
御
拝
領
の

阪
、
表
向
品
目
て
不
承
候
て
右
の
仕
合
、
只
今
行
首
候
て
伊
豆
守
一
入

天
榊
切
過
に
久
左
衛
門
屋
敷
と
山
叩
候
て
‘

一
前
歩
剖
の
御
屋
敷
有

之
、
間
帯
共
外
物
政
・足
軽
た
ど
も
居
巾
供
。
渡
部
久
た
術
門
と
巾
入
、

厳
被
巾
候
屋
敷
故
陀
候
。一位…
州
制
訓
昨
日

正
抽
出
五
年
乙
未
七
月
於
江
戸
会
議
公
.
消
務
院
桜
御
邸
牛
込
K
有

之
候
底
、
共
替
地
御
拝
領
被
成
候
儀
、
設
ぞ
先
申
や
と
御
骨
怖
に
付
、

右
の
越
市
上
紙
簡
を
以
て
来
上
伐
材
中
、
共
械
子
は
別
紀
に
有
之
。

て

忌
服
考
陀
っ
き
山
根
兄
来
世

亡
友
山
根
兄
来
舎
の
内

K
云
。
開
表
期
以
下
居
表

後
会

外
経
回
数

期
裂
は
三
月
間
白川
十
大
功
九
月
は
四
十
日
‘
大
功
七
月
は
三
十
日
、
小
功

五
月
は
二
十
日
‘
総
蹴
は
十
日
総
酒
、
内
外
艇
は
何
も
三
月
に
し
て
飾

渡
可
然
と
.
先
生
と
関
談
申
候
。
一
詳
な
る
と
と
融
経
K
不
相
見
候
故
.

先
づ
如
此
陀
て
可
食
と
巾
上
候
へ
ば
‘
先
生
陀
も
可
然
旨
被
仰
聞

候
。
家
兄
へ
此
牲
を
以
て
相
質
し
候
市
内
装
服
駿
震
に
図
て
拘置
食
・

外
疫
の
俄
別
統
一
一
見
、
感
覚
定
続
無
之
候
得
共
、既
裂
後
は
期
、
大
功

以
下
は
食
酒
肉
の
旨
相
見
え
候
。
三
月
に
し
て
務
る
の
法
を
以
て
矧

接
六
十
日
に
し
、
共
以
下
一
旬
あ
て
殺
候
へ
ば
、
大
功
九
月
は
五
十

目
、
大
功
七
月
は
四
十
目
、
小
功
五
月
は
三
十
日、

総
腕
三
月
は
二

十
日
と
成
候
。
大
功
九
月
は
姑
・姉
妹
の
降
服
亙
親
の
服
陀
候
へ
は
、

可
観

d
設
巻
十
二

aト

五
回

と
迷
惑
い
た
し
候
段
御
申
越
.
共
上
に
て
仰
開
局
被
成
、
御
指
上
切

被
成
供。

北
ハ
年
御
師
箇
被
成
、
各
陀
歪
り
江
戸
よ
リ
申
古
都
候
は
、
本

郷
御
屋
敷
近
所
、
町
屋
表
通
織
的
議
、
只
今
の
大
拠
品
縫
迄
の
内
に

て、

御
願
次
第
可
被
逃
候
問
‘
右
替
地
御
願
被
成
候
桜
陀
と
の
院
に

供
民
、
只
今
此
所
陀
て
御
奔
偶
被
成
候
て
は
‘

い
ど
り
出
候
椋
に
て

不
宜
候
問
、
先
づ
御
願
被
成
間
数
旨
御
訟
に

τ、
屋
敷
近
所
陀

τ替

地
願
候
儀
.
自
由
が
ま
し
く
逃
慮
陀
右
候。

兎
角
迫
て
相
腕
可
申
旨

被
仰
活
、
御
品世鋭
以
後
只
今
本
郷
御
邸
南
屋
敷
の
内
に
て
こ
間
歩
.

間
断
器
官
制
駒
込
K
て
四

E
M鈴
路
町
一
邸
時
加
問
時
制
約

一
貨
建
瞬
時
説
話
蜘
沼

hhE・
引
合
六
鴎
歩
也
。
共
内
に
て
+閏
木
山

花
て
千
歩
計
御
拝
側
被
成
‘
前
回
帯
刀
へ
…
河
川
一
問的

被
也
候
。
則
只
今

帯
刀
殿
屋
敷
に
候
。
災
頃
御
上
邸
は
能
口
、
只
今
の
御
作
都
所
也
。

只
今
松
平
甲
斐
守
殿
屋
敷
、
一
脚
問
御
門
の
方
は
水
野
出
mm
守
殿
.
此

方
御
屋
敷
と
出
mm
守
殿
屋
敷
の
問
は
.
政
堂
和
H
A
守
殿
邸
也
。
只
今

の
本
郷
邸
は
、
共
時
分
御
下
展
敷
と
巾
候
。
夫
故
山
刑
務
夫
人
の
御
邸

を、

御
中
屋
敷
と
巾
候
。
共
御
替
屋
敷
を
、
只
今
の
南
屋
敷
陀
て
御

拝
領
故
.
近
年
造
本
郷
御
屋
敷
の

内
陀
て
南
屋
敷

E
御
中
屋
敷
と

申
、
東
小
屋
の
方
を
御
下
屋
敷
と
由
・候
は
.
右
の
故
陀
て
候
。
共
外

九
L
等
は
何
共
三
十
日
に
は
成
中
間
数
候
故
、
n
L
は
決
し
て
六
十
日
か

五
十
日
か
池
v
肌
川
可
申
俄
陀
候
。
小
功
五
月
は
三
卜
日
た
る
べ
く
候
。

大
功
七
月
の
攻
、
四
十
日
を
写
し
て
三
十
日
と
抗
候
。
左
候
へ
ば
総
肱

三
月
二
十
日
に
相
首
候
。
総
腕
三
月
の
服
は
.
ロm
h
k

多
く
候
間
一
同

に
は
可
難
決
候
。
品
口
組
・
伯
叔
父
母
総
麻
K
て
、
山
山
砲
袋
服
仰
に
は

族
組
父
放
父
・族
昆
弟
、
皆
同
総
肱
三
月
と
有
之
桜
に
先
え
候
。

庄

候
へ
ば
骨
粗
叔
父
よ
り
、
三
従
兄
弟
ま
で
悶
服
に
て
候
。
今
需
品口組

叔
同盟
食
二
十
日
と
官
官
候
は
、
右
の
趣
陀
て
候
。
其
以
下
な
ど
に
て
は
・

叉
共
の
内
の
税
疏
も
可
有
之
候
問
、
十
日
許
陀
て
も
可
有
之
候
か
。

今
般
の
総
麻
は
先
考
も
如
父
の
味
も
有
之
、
制削
子
北
九
も
幼
少
よ
り
税

も
深
き
と
と
、
中
ん
近
年
政
迷
能
通
候
ロ
聞
は
有
之
候
得
共
、

真相且
を
以

て
右
候
m
押ば
、
同
じ
く
刺
抽
出
僻
三
月
の
内
に
て
は
、
E
き
人
民
候
問
今

般
の
俄
は
二
十
日
可
然
候
。
蜜
先
生
も
田山
党
布
食
療
等
の
俄
・今
以
て

御
定
説
加
熱
之
候
。
大
功
九
月
陀
三
十
日
と
申
俄
は
、
決
し
て
有
之
間

放
事
と
存
候
。
小
功
五
月
に
二
寸
日
は
、
却
て
可
有
之
か
と
被
存
候
。

一
旬
を
殺
候
俄
は
.
先
づ
左
桜
陀
も
可
有
之
や
と
‘
磁
に
仕
迄
の
山
山

と
存
候
以
上
。
八
月
十
七
日
。

こ
五
五




